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Faster

新しい DS1007ボードにより、 
非常に短い I/Oアクセス時間と 
計算処理能力の向上を同時に実現

Closed- 
Loop 
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制御方式を検証する場合、常にラピッドコントロールプ
ロトタイピング（RCP）の反応性や I/Oレイテンシに対
する厳しい要件が伴います。同時に、より高速な計算処
理への要求もますます高まっています。新しいDS1007 
PPC Processor Boardを使用すると、この相反する問
題の両方を解消できます。 

ターフェースを搭載したQorlQ P5020 
PowerPCプロセッサ実装アーキテク
チャ、および短いアクセス時間に最適化さ
れた PHS（Peripheral High-Speed）バ
スという2つのコンポーネントを組み合わ
せることで、低レイテンシを実現していま
す。近年、デジタルコントローラモデルの
複雑性は著しく増加しており、その結果、
計算処理能力に対する要求はより厳しく
なっています。DS1007は、2つのプロセッ
サコアを搭載し、2 GHzのプロセッサ速
度とキャッシュメモリの増設を実現するこ
とにより、コア当たりの計算処理能力が旧
世代の DS1005の 3倍になっています。
また、コア当たり512 KBの L2キャッシュ
メモリと、2 MBの結合 L3キャッシュによ
り、大規模モデルの計算にも対応する十
分な性能を確保しています（図 2）。

高速データ取得 
ラピッドコントロールプロトタイピングアプ
リケーションで最も重要なのは、多くの場
合、コントローラの計算処理および被制
御システムのセンサデータの取得です。セ

ラ

DS1007 PPC PROCESSOR BOARD 

閉ループ性能では、計算処理能力と同様に I/Oアク
セス時間が重要です。

 >>

ピッドコントロールプロトタイピ
ングを使用すると、現実的な条
件で制御方式をテストおよび検

証することができるため、制御エンジニア
リングのさまざまな分野で活用されていま
す。今日、プロセッサの計算処理能力はま
すます向上しているため、計算負荷の高い
アプリケーションでも迅速に処理できるよ
うになりました。しかし、リアルタイムシス
テムで重要なのはモデルの計算処理速度
だけではありません。I/Oインターフェース
へのアクセス時間も重要な要素です（図
1）。大量の I/Oオペレーションがある場
合や、外部イベントに対するシステムの応
答時間への厳しい要求がある場合は、I/O
へのアクセス時間の遅さがボトルネックと
なってしまう可能性があります。 
 
低い I/Oレイテンシ 
dSPACEでは、特に I/Oアクセス時間
に対する要求が厳しい高負荷アプリケー
ション向けに、新しい DS1007 PPC 
Processor Boardを開発しました。この
ボードは、32ビットパラレルデータイン
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ンサデータは、コントローラの制御変数
として必要となります。また、閉ループ制
御を行うシステムの妥当性確認の際に信
号値を供給します。取得したセンサデー
タを保存するには、ホストPCに保存する
か、またはUSB大容量記憶装置に書き込
む必要があります。DS1007は、USBイ
ンターフェース以外に、データスループッ
トが 20 MB/sを超える Ethernetホスト
インターフェースも搭載しています。この
Ethernetホストインターフェースを使用
することで、DS1007をネットワークに統
合することができます。つまり、テストベン

の ADASアプリケーション（eHorizon、
センサの融合、画像処理など）といった
追加のシステムおよびコンポーネントに接
続することができます。また、DS1007を
dSPACE DCI-GSI2（汎用シリアルイン
ターフェース）と直接結合することで、電
子制御ユニット（ECU）をバイパスするこ
ともできます。この際、追加の I/Oボード
は不要です。 
 
実車での使用に最適
DS1007は、堅牢かつ小型の単一スロッ
トサイズを実現しつつ、組込みホストイン
ターフェース、フラッシュベースのアプリ
ケーションメモリ、および大容量記憶装置
接続用の USBインターフェースを備えて
おり、自律走行する実車での使用に最適
です。また、DS1007ではアプリケーショ
ンをフラッシュメモリに格納しているため、
システムの起動後すぐに使用できます。 

DS1007、DS1006、およびDS1005の
比較 
DS1005の後継機種であるDS1007は、
dSPACEプロトタイパーでの使用に最適
化されています。DS1007では、計算処
理能力とデータ取得機能を大幅に向上さ
せつつ、実車での使用への適合性、低い
I/Oレイテンシ、および迅速な起動も引き
続き実現しています。また、ホストインター
フェースとEthernet-I/Oインターフェース
の向上により、モデルの複雑性を中程度

図 2:高速モデル計算では、プロセッサ速度に加え、キャッシュメモリの空き容量も重要です。

図 3：Ethernetデバイスをリアルタイムアプリ
ケーションに統合するためのReal-Time Interface
ブロックセット。 

チでの使用時など、ホストPCとリアルタ
イムシステムの空間的な分離が必要な場
合にも対応できます。

リアルタイム Ethernet-I/Oインター
フェース
DS1007には、Simulink®（図 3）対応
の関連 RTIブロックセットを介してリアル
タイムアプリケーションに直接統合できる
Gigabit Ethernetインターフェースがさ
らに 2つ搭載されています。ユーザは、こ
れらのインターフェース経由で、リアルタイ
ムモデルをその他のラボ設備や PCベース

図 1：実際の閉ループ性能は、プロセッサの計算処理能力と、データバスの I/Oアクセス時間を可能な
限り短く抑えるプロセッサの能力によって左右されます。
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に抑えながらHIL（Hardware-in-the-
Loop）アプリケーション用途での付加価
値も提供しています。これに対し、強力な
2.8 GHzクワッドコアプロセッサを搭載し
た DS1006は、HILアプリケーションで
求められる複雑なプラントモデルの計算
時などに、その潜在能力を完全に発揮し
ます。ただし、この 2種類のボードの適用
分野に厳密な区別はありません。重要な
のは、1枚の「万能型」のボードだけでは
実現不可能な、さまざまな使用事例に対
応するプロセッサボードが存在するという
ことです。図 4は、各プロセッサボードの

関連プロパティを示しています。DS1005
の計算処理能力に限界を感じているお客
様には、DS1007を使用したシステムの
アップデートをお勧めします。DS1005と
DS1007の交換という単純な作業だけで、
他のすべての dSPACE I/Oボードを引き
続き使用することができます。DS1005と
は異なり、DS1007では追加のホストイ
ンターフェースボードが不要で、関連コン
パイラは無料で提供されるため、新規ユー
ザにとってはコスト的にも特に魅力的で
す。十分な計算処理能力の確保のために
DS1005 PPC Boardが複数必要だった

環境でも、多くの場合、1枚の DS1007
に置き換えることができるようになりまし
た。DS1007は 2014年半ばに発売され
ており、今後のリリースでは、複数のボー
ドを結合したマルチプロセッサシステムの
構成や、XCP on Ethernet、NVRAM、
ModelDesk、および Real-Time Testing
のサポートなど、さらに機能を追加してい
く予定です。 

図 5：プロセッサボードには、ホストインターフェース、Ethernet拡張インターフェース、および大容量インターフェースが組込まれています。

図 4：DS1005、DS1006、および DS1007の機能の定性的比較。使用事例ごとに最適なプロセッサボードが存在します。

DS1007 PPC PROCESSOR BOARD 

製品の特長：DS1007 PPC Processor Board

技術的特性：  
� Freescale QorIQ P5020、デュアルコア、2 GHz、
 1コア当たり512 KBの L2キャッシュ、2 MBの L3キャッシュ
� 1 GBの DRAM
� 128 MBのフラッシュメモリ
� Gigabit Ethernetホストインターフェース
� Gigabit Ethernet I/Oインターフェース
� 大容量記憶装置用の USBインターフェース
� 迅速な起動時間
� 実車での使用への適合性
� 低 I/Oレイテンシ

主な適用分野：
� ラピッドコントロールプロトタイピング、
 妥当性確認
� データ取得
� テストベンチ、ラボ、車
� 内燃エンジンとモーターの制御
� アクティブ騒音低減システム
� 運転支援システム
� ビークルダイナミクス
� ECUバイパス処理

USB大容量記憶装置用
インターフェース

3つの Ethernetインターフェース（ホスト接続用 ×1、
追加の Ethernetデバイス接続用 ×2）
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